
   

成果の説明書 

(氏名) 櫻井 常矢 (学部) 地域政策学部 

１ 重要事項 

【研究活動】 

（1）科学研究費助成事業（基盤研究（C））採択並びに調査研究の実施 

課題番号：25381085（平成 25～27 年度）研究課題：再編後の社会教育施設事業の実

現方策とインターミディアリーの学習機能に関する研究 

（2）論文・著書 

①櫻井執筆「地域自治・市民協働を支える中間支援機能 －地域コミュニティ支援の 

構想と実践－」『住民行政の窓』No.388（2-14 頁） 日本加除出版（2013 年 5 月）

②櫻井執筆「震災復興にみる新たな社会教育のかたち －つながり・地域再生への実践

が育む学び－」『希望への社会教育  3.11 後社会のために』（第 3 部・第 11 章：212-

230 頁）日本社会教育学会 60 周年記念出版部会編 東洋館出版社（2013 年 9 月）

（3）学会活動 

 ①地域活性学会第 5 回研究大会（2013 年 7 月 20 日） 

  セッションⅠ「分権社会における基礎自治体の構想と課題 －基礎自治体の戦略と 

大学の存在－」（コーディネーター 兼 発表者） 

  発表テーマ：高崎経済大学による自治体との連携－東日本大震災への取組みから－

 ②地域活性学会理事就任（2013 年 7 月～） 

【教育活動】 

（1）ゼミナール演習・調査活動 

①文献購読：『生涯学習と地域社会教育』（春風社）、『テキスト生涯学習』（学文社） 

②渋川市介護予防事業に関する調査（渋川市高齢福祉課：2014 年 3 月 3 日） 

  この調査活動を契機に、2014 年度スタートの地域介護予防システム構築をめぐる 

渋川市と櫻井ゼミナールとの連携事業に発展・展開 

 ③ゼミ合宿 長野県軽井沢町：2013 年 9 月 5～6 日（3 年生） 

        群馬県高崎市：2013 年 9 月 9～10 日（4 年生） 

（2）自治体・地域との連携を通じた学生のコーディネート力の育成 

 ①浪江町（復興推進課）との連携事業 

□復興まちづくり計画地域懇談会（東京）2013 年 8 月 4 日（日）会場：芝浦工大 

⇒策定中の浪江町復興まちづくり計画をめぐる町民懇談会のファシリテーターを 

ゼミ生が務め、復興まちづくりをめぐる課題、住民ニーズ等の整理を行う。 

□復興まちづくり計画地域懇談会（福島）2013 年 10 月 20 日（日） 

 会場：ホテル福島グリーンパレス 

  ⇒同上懇談会（福島会場）のファシリテーターをゼミ生が務める。午前：区長等の

地域リーダー対象、午後：浪江青年会議所等の若手を対象に 2 回開催。 

 ②渋川市（高齢福祉課・市民生活課）との連携事業 

第 2 回渋川市介護予防サポーター懇談会、並びに渋川市職員研修ファシリテーター

  2013 年 10 月 11 日（金）会場：渋川ほっとプラザ（渋川市福祉庁舎） 

 ⇒渋川市介護予防サポーターと行政との協働システム構築に向けた話し合い(2 回目)



   

のファシリテーターをゼミ生が務める。この懇談会は同時に「住民と行政との協働」

職員研修としても位置づけ、一連の様子を市他部局の職員による見学、並びにその

後の意見交換会ファシリテーターをゼミ生が重ねて務める。 

 ③玉村町（経営企画課）との連携事業 

  玉村町「住民と行政との協働」職員研修ファシリテーター 

  2014 年 3 月 3 日（月） 会場：玉村町住民活動サポートセンター 

 ⇒「住民と行政との協働」をめぐる職員研修。住民約 30 名にご協力いただき、役場職

員（係長級）が話し合いの技法を実践的に学ぶ研修プログラムを実施し、そのファ

シリテーターをゼミ生が務める。 

 ④特定非営利活動法人自然王国ほその村（新潟県上越市安塚区細野）との連携事業 

  過疎集落の活性化に取り組む集落 NPO への参加を通した学習プログラム。農作業

(田植、環境整備、稲刈等)、収穫祭、スノーフェスティバルなど四季を通じた一連の

地域事業運営への参加を通して課題解決手法、住民の主体形成のプロセスを学ぶ。

【地域貢献】 

（1）東日本大震災復興事業関連 

 ①浪江町復興支援員統括アドバイザー 

  ⇒町民の絆を育む「復興支援員」のシステム構築並びに事業推進に関する助言・ 

研修講師。全 14 名の支援員並びに拠点組織を全国 5 か所（山形、千葉、埼玉、新

潟、京都）に配置し、その全体コーディネートと次年度の展開構想に取り組む。

②浪江町「浪江のこころプロジェクト」アドバイザー 

  ⇒3 年目となる「浪江のこころ通信」の『総集編』を作成。第 1 章の執筆、町長と

の対談、取材者・読者との懇談会などの企画、実施、記録・編集作業に携わる。

 ③浪江町復興計画策定委員会復興まちづくり計画検討部会総合ファシリテーター 

  ⇒復興まちづくり計画（整備計画）策定について、全 9 回の策定部会の進行プログ

ラムへの助言並びに会議当日の総合ファシリテーターを務める。 

④東松島市復興まちづくり計画市民委員会委員長 

  ⇒同市復興まちづくり計画の進捗管理を担う市民委員会について、外部評価の手法、

意義、庁内の仕組みづくり等に関する市民、行政の学習プロセスを構築する。 

（2）自治体の市民協働・地域づくり関連 

  山形県地域コミュニティ再生促進事業アドバイザー、大崎市政策アドバイザー 

多賀城市地域経営アドバイザー、高崎市生涯学習推進協議会委員、他。 

（3）市民協働、地域づくり、生涯学習等に関する自治体職員研修・市民向け講演 

  市町村アカデミー、宮城県・岐阜県市町村研修所、青森市、南部町、雫石町、能代

市、仙台市、角田市、桐生市、東白川村、裾野市、倉敷市、山口市、宜野湾市、他

（4）高崎経済大学第 30 回公開講座 講師（2013 年 11 月 27 日） 

 テーマ：生涯学習と地域づくり－コミュニティ・ガバナンスをめぐる動向から－ 

 

 


